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所在地：〒285-8502　千葉県佐倉市城内町117

新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、展示や関連イベントが変更・中止される場合があります。最新の情報はホームページ等をご確認ください。

会場：国立歴史民俗博物館 企画展示室B・メディアルーム

2022年
1月18日火～2月13日日

【お問い合わせ】 TEL 043-486-0123（代）
【れきはくホームページ】 https://www.rekihaku.ac.jp

【開館時間】 9：30～16：30（入館は16：00まで）
【休館日】 1月24日・31日　2月7日
【入館料】 一般600円／大学生250円
　　　　 高校生以下は入館料無料
総合展示もあわせてご覧になれます。半券の提示で、当日に限りくらしの
植物苑にご入場できます。

【関連イベント】
「地域文化の多様性と横断性

-歴史・文化・考古研究の可視化・高度化-」
日時：2022年1月29日（土）12時50分～16時30分
　　 2022年1月30日（日）10時00分～12時10分
場所：国立歴史民俗博物館 講堂



お問い合わせ ： ℡.043-486-0123（代）
れきはくホームページ ： https://www.rekihaku.ac.jp

【交通案内】
〈京成電鉄利用の場合〉京成上野駅から京成佐倉駅（京成本線経由
特急利用の場合約55分）下車、徒歩約15分またはバス約5分「国立
博物館入口」か「国立歴史民俗博物館」下車
〈ＪＲ東日本利用の場合〉東京駅から総武本線「佐倉駅」下車、バス
約15分「国立博物館入口」か「国立歴史民俗博物館」下車
〈自動車利用の場合〉東関東自動車道四街道ICまたは佐倉ICから約
15分、国道296号沿い
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■日時：2022年1月29日（土）12時50分～16時30分
報告者（報告順）
「方言の語りによる地域文化の記録と展示－与論島・八丈島での実践－」　木部暢子（国立国語研究所）
「「気仙沼の《魚食》文化」に見るモバイル展示の領域展開」　川村清志（国立歴史民俗博物館）
「地域社会での食の記憶を可視化する－－「100才ごはん、3才ごはん」の試みから」　寺田匡宏（総合地球環境学研究所）
「可搬型展示「明智光秀と細川ガラシャ」の試み」　フレデリック・クレインス（国際日本文化研究センター）
「ユニバーサルデザインを意識した地域文化の展示事例」　日高真吾（国立民族学博物館）
「アーカイブズの所在情報とハザードマップ」　青木睦（国文学研究資料館）

■日時：2022年1月30日（日）10時00分～12時10分
報告者（報告順）
「地域文化の多様性と交流からみた新たな社会像－楽浪以前の日本列島－」　藤尾慎一郎（国立歴史民俗博物館）
「古墳とその社会像－東アジアの地域文化としての日本列島、日本列島の中の地域文化－」　松木武彦（国立歴史民俗博物館）

地域文化の多様性と横断性
-歴史・文化・考古研究の可視化・高度化-
場所：国立歴史民俗博物館 講堂
本シンポジウムは会場参加のほか、オンライン（ライブ配信）でもご参加いただけます。

関
連
イ
ベ
ン
ト

会場での参加方法　事前申し込みが必要です。聴講無料・定員56名（応募者が定員を超えた場合は、
抽選を行います）。オンライン（当館ホームページ）または往復ハガキでお申し込みください。
■オンライン  当館ホームページ  →  催し物  →  その他の催し物
■往復ハガキ 「地域文化と多様性と横断性シンポジウム参加希望」と明記の上、氏名（ふりがな）・住所・
電話番号・希望される参加日を記入し、下記宛先にお申し込みください。
　【申込先】　〒285-8502　千葉県佐倉市城内町117 国立歴史民俗博物館 博物館事業課 展示係
　【申込期間】　2022年1月7日（金）～1月23日（日）※往復ハガキ必着

「方言の世界」（国立国語研究所）、「明智光秀 夢さんぽ」（国際日本文化研究センター）、「人と自然のリコネクション 可視化と対話・協創の
場づくり」（総合地球環境学研究所）、「映像のなかの地域文化－石川県輪島市の皆月のくらしと祭り」（国立歴史民俗博物館）ほか

人間文化研究機構所属機関の
モバイル型展示ユニットおもな展示資料

地域社会との
連携による展示実践
- 人間文化研究の可視化・高度化 -

人間文化研究機構　可視化・高度化事業関連展示

人間文化研究機構は、2017年度から「人間文化研究機構に
おける博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化」
事業を開始し、「可搬型展示」というコンセプトにより、大学
の教室など、博物館の展示施設以外の多様な場所で展示を
可能にする装置「モバイル型展示ユニット」を開発し、地域・
社会との連携による展示を通して、最新の研究成果を発信
してきました。人間文化研究機構の６機関が制作してきた
「モバイル型展示ユニット」の網羅的な展示を通して、各機関
の研究の特色とともに、地域連携による人間文化研究の可能
性や展望を紹介します。


